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口内炎から、全身にいろいろな症状………そして失明
諭統問

3!

　

健
康
な
人
が
突
然
襲
わ
れ

る
べ
‐
チ
ェ
ッ
ト
病
。
全
国

で
多
発
し
て
い
る
。
そ
の
患

者
数
推
定
二
万
人
。
三
十
歳

を
ピ
ー
ク
に
、
二
十
一
四
十

戒
代
の
男
性
に
多
い
。
原
因

も
治
療
法
も
わ
か
ら
な
い
。

回
腸
匹

ヒ
ゲ
そ
り
あ
と
が
化
濃

闘
ｅ
が
急
に
冑
み
出
す

　

ベ
ユ
で

ツ
ト
『
の
が

川
口
よ
≒
は
言
早
［
の
印
に
ぎ
イ
心
と

矢
イ
・
ア
フ
タ
m
ｗ
.

(
-
?
;
い
よ
）
う
こ
采

が
し
○
一

れ
は
過
労

's卜･

の
;

)
'
■
;
れ
）
イ
混
つ
れ
。
・
い
。
こ

食
べ
す
ざ
、
岬
で
剥
つ
は
た
と

～
Ｉ
よ
．
へ
で
～
・
ク
べ
べ
よ
言
ッ
ト
拘

り
づ
‐
ぺ
回
’
ぺ
特
～
づ
て
．
リ
．
万
～

　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ

も
い
ご
　
　
』
一
‐
ヒ
‥
沁
ぐ
‐
．
田
ご
．
り
・
、
ヒ
ゲ

の
そ
り
詰
と
か
七
霞
し
た
り
す
．
‘
ｗ
。
皮
フ
に

は
心
Ｉ
叩
う
に
惣
ぺ
の
雀
い
ぴ
昌
か
い
レ

こ
り
ト
ヤ
．
さ
、
く
る
ぶ
し
や
ひ
じ
な
ど
の
閥

明
い
｛
ぺ
国
す
．
外
Ｉ
心
も
瀬
高
が
．
で
き

．
、
Ｊ
。
目
ｏ
・
‰
‐
い
と
し
て
は
、
谷
～
俎
し
く

皿
乙
回
・
、
物
休
ぺ
臨
小
‐
Ｊ
し
て
Ｍ
．
Ｊ
よ
Ｉ
う

に
は
言
．
り
と
｛
・
認
匹
っ
た
り
Ｉ
心
．
．
．
－

ぺ
岡
野
・
．
元
ハ
げ
．
う
こ
と
・
ヤ
ぶ
．
そ
し
て

だ
い
た
い
託
．
Ｉ
～
ハ
剛
Ｉ
．
・
ｏ
．

　

町
一
乱
に
は
、
只
皮
膚
、
目
、
」
隋
ぎ

ン
こ
・
ご
．
一
の
彫
認
け
め
も
９
Ｉ
ど
不
一
一
．
ふ

今
回
～
叫
ん
で
い
Ｉ

ｏ
四
っ
の
よ
か
ぶ
詰
・
心
ら
ｏ
ふ
こ
ベ
ズ
ー

－
ノ
『
ｌ
ａ
χ
・
ｒ
ａ
Ｉ
ｒ
、
Ｑ
ｘ
ｕ
・
ａ
Ｆ
Ｉ
？
５
Ｉ
ｊ
ｊ
Ｊ
％
ｒ
四
ｊ

　

多
様
な
症
『
沃
か
徐
々
に
＝

　

こ
れ
ら
ご
．

　

メ
奈
の
７
岑
今
一
仁
づ
ブ
・
じ

耳
心
≒
一
～
回
し
で
い
こ
．
～
刃
Ｉ
Ｉ
｛

ぞ
匹
～
し
・
の
ら
れ
Ｉ
込
句
作
へ
の
ゾ
に
穴

Λ
い
問
・
－
言
漂
で
い
．
匈

　

ｙ
レ
白
Ｕ
八
享
．
ｏ
／
～
才
鰹
い
ニ
‐

（
八
吋
余
）
に
よ
る
と
、
ご
ご
函
の
ぶ
は

叫
フ
．
～
～
○
こ
バ
～
・
エ
く
■
£
>
"
-
＼
J

じ
○
.
_
g
｡

_
. .
.
^

I
し
‐
、
ど
Ｉ
ぐ
ト
ー
似
い

心
「
宍
こ
０
で
、
円
惣
ベ
ド
じ
…
…
…
ノ
、

’
～
．
－
し
し
い
う
．

　

ヤ
ノ
バ
こ
．
つ
い
い
’
．
べ
糾
問
ハ
…
…
…

ご
れ
・
‘
乱
‐
｛
．
べ
’
‐
千
じ
ト
糾
‐
糾
・
加
睨

に
町
～
｛
見
臨
岑
図
上
し
ぷ
ト
．

神
懸
へ
Ｉ
チ
i
;

^
ト
の
や
．
リ
ぶ
、
ｙ
こ
い

つ
で
も
～
・
鰐
．
小
岫
ご
｛
る
い
腸
Ｉ
～
口
仁

な
る
な
ど
～
～
‐
そ
の
ち
○
｝
．
≒

日
本
で
は
戦
後
に
急
心

働
き
盛
り
に
多
い
発
病

- 一 一

　

一
丸
～
七

ぢ
（
昭
和
十

こ
示
）
、
ト
ル
コ
ー
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
学

０
べ
上
七
万
ト
皿
ぞ
に
よ
っ
て
Ｉ
剛
呵
ぷ

さ
れ
た
『
の
か
刈
め
て
。
日
ぷ
で
は
似
慢
急

増
。
席
一
大
医
Ｉ
部
眼
‐
叉
室
。
が
こ
と
し
一
九
月

に
公
と
め
た
今
國
の
ベ
ー
チ
1
-
;

^
ト
阿
悉
羞

実
胆
測
政
昭
こ
と
、
昨
Ｉ
草
間
に
幽
図

の
唄
吋
」
を
訪
れ
た
粁
県
池
は
二
千
。
’
一
盲
四

士
一
人
。
申
大
物
原
内
科
の
溝
木
男
帥
は

「
令
国
の
・
途
中
失
明
者
の
一
刻
に
あ
た
る
約

二
。
万
人
ぺ
こ
の
病
気
に
よ
る
わ
０
と
紺
定

さ
れ
、
い
つ
の
閥
に
か
世
万
一
の
人
Ｉ
チ

。
ぶ
ト
国
”
に
な
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
う
。

　

申
ぶ
兪
改
め
う
ち
わ
け
は
、
呪
は
予
四
。
回

す
七
人
、
女
は
八
。
’
・
日
二
十
一
九
人
。
緊
齢
別
で

は
、
二
十
代
一
互
に
、
二
十
代
一
価
妙
、
四

９
　
代
二
言
・
ら
で
、
こ
の
　
　
弓
の
剛
だ
け
で
企

休
の
八
二
・
六
習
を
占
め
て
い
る
。
働
き
さ

か
り
の
二
〇
―
四
○
代
に
多
い
。
ス
モ
ン
掘

の
よ
う
に
混
一
常
多
発
地
叫
も
な
く
、
舟
。
国
に

わ
た
っ
て
問
じ
よ
う
に
発
生
。
職
業
別
で

は
ご
心
ら
油
石
御
鮑
に
能
～
・
て
い
兄
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年齢

０

　

5
3
1

1
発
｛
．
柄
症
例
奴
．

１９

Ｊｊ

「
な
ん
て
な
お
ら
ん
の
や
」

失
明
の
少
年
、
隨
殺

　
　

［
哨
‐
り
む
‐
い
ぷ
で
な
‐
ら

ん
ｏ
や
。
と
っ
し
し
、
ど
れ
ち
な
む

ぜ
へ
ん
９
ご
１
ふ
角
六
日
憬
、

大
阪
だ
回
区
ヅ
刄
ｔ
｝
に
資
元

」
匪
Ｆ
ｔ
参
考
溝
ダ

を
の
・
ろ
い
な
が
ら
、
心
が
の
青
春
に

t
n
i
ら
･
4
-
氏
呵
を
打
ご
に
。
そ
れ
よ
り

一
週
間
前
の
Ｉ
月
こ
上
日
、
″
一
東

江
東
区
の
会
社
員
、
Ｔ
ご
ん
ご
ぱ

　

一
。
祁
慢
心
ん
、
許
し
て
く
だ
さ
い
」

と
奮
残
し
、
人
阪
回
生
凧
院
の
麦
上

か
ら
飛
降
り
、
な
に
も
賜
え
な
い
孤

訣
の
～
。
界
に
快
別
し
な
『
″

野
球
が
好
き
で
元
気
だ
っ
た
の
に

の
自
昶
Ｉ
Ｉ
。
「
付
ト
ト
に
い
つ

も
し
っ
か
り
…
…
レ
」
。
痢
』
・
．
ｔ
し
Ｉ
Ｅ
ヽ
い
た

○
に
」
と
、
声
勺
で
わ
す
Ａ
居
り

～
Ｅ
．
’
臥
・
‐
ぷ
Ｉ
ソ
ハ
Ｋ
．
ｙ
ｙ
、
・
付

属
病
院
講
節
。

　

Ａ
寡
の
発
病
は
四
に
。
一
‐
～
九
月
。

申
士
Ｉ
生
の
と
き
、
衣
然
凋
力
の
・

漑
几
を
岬
べ
大
政
山
火
・
祐
院
。
で
べ
．

Ｉ
テ
『
″
ト
や
昌
に
。
Ｉ
～
l
"
％

返
す
た
ひ
に
病
状
か
苓
べ
、
四
十
四

恥
喜
、
ま
ず
ｙ
．
眠
‥
不
測
。
野
球
り

好
き
な
明
る
い
少
Ｉ
～
だ
Ａ
君
は

フ
ト
ン
に
し
ぐ
り
｡
<
1
ん
;
■
'
-
:
ｒ
;
ｒ
　
Ｋ

摺
つ
い
に
ベ
ー
チ
宍
ト
堅
電
款
と
ロ
を
き
か
な
い
日
ヅ
多
・
・
く
な
っ

た
。
こ
こ
し
ト
い
ノ
５
　
眼
も
ぱ

と
ん
と
照
元
な
く
な
っ
た
。
r
-
｡
９
う

よ
く
な
。
ぶ
沢
は
な
い
。
丹
米
の
こ

～
貼
づ
べ
い
』
ぶ
ら
り
へ
胞
股
人

り
な
ど
心
ｏ
Ｉ
匈
を
し
て
お
く
よ
う

に
」
と
の
田
辺
医
。
帥
の
痢
弧
し
べ

Ｉ
ぶ
ほ
″
絶
丿
的
に
剛
こ
え

だ
。
父
は
【
配
し
て
お
り
Ｉ
課
痕

で
Ｉ
。
ご
食
い
つ
な
崖
・
じ
い
Ｉ
‐

ニ
。
・
回
り
で
『
刺
い
見
ん
た
．
Ｉ
い

い
。
こ
れ
以
よ
お
母
ど
ん
た
ち
に
迷

感
ふ
ふ
け
』
た
く
な
い
１
　
と
思
い
鵠

め
う
よ
う
に
も
な
回
」
。
吹
に
な
り

で
、
Ｕ
眼
り
孝
ぺ
が
一
」
と
Ｉ
し
く

中途失明者に社企復帰の澄はけわしい（国立視力呻.曹センターで）

ａ
治
療
法
な
し

最
大
の
防
衛
対
策
は
『
一

　

以
因
と
冶

早
期
発
見
な
の
だ

竺

一
m
は
つ
か

め
て
い
な
い
。
ウ
イ
ル
ス
脱
、
紐
頭
陀
ウ
イ

ル
ス
‘
知
囃
ア
レ
ル
ギ
ー
脱
、
リ
ュ
ー
マ
チ

の
安
ノ
な
m
(
こ
う
げ
ん
）
別
院
。
自
己

免
疫
鴫
患
脱
、
マ
イ
コ
ブ
ラ
ズ
ア
説
、
。
藁
の

副
作
用
脱
―
な
ご
謳
ぶ
ん
ぶ
ん
。
外
田
で

は
ウ
イ
ル
ス
記
が
叫
彊
く
で
。
溥
員
で
い
る

が
、
貳
例
そ
の
も
の
が
少
・
な
く
べ
婦
間
感
桑

圧
例
も
な
い
。
冊
妁
薬
ち
な
く
、
薬
物
家

法
、
‐
身
体
の
．
ｗ
ｍ
ｍ
.
几
る
禧
訓
原
価

一
c
m
の
遥
行
を
く
い
と
め
る
ｏ
か
萱
い
い

っ
ば
い
。
最
六
の
町
舟
策
は
｛
。
開
発
昂
じ
、

ｗ
ｔ
の
う
乃
・
に
押
’
。
・
ぶ
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

㎡
Ｉ

　
　

Ｊ

慨
。
易
院
に
か
け
込
ん
だ
。

　

ニ
カ
月
後
に
退
院
、
視
力
は
１
・

２
に
ま
で
回
復
。
四
十
年
三
月
無
Ψ

卒
司
私
立
高
校
の
体
育
教
師
と
し

て
教
壇
に
立
っ
た
。
そ
の
年
の
司
。

生
飽
を
引
率
し
て
九
州
を
修
学
旅
行

中
、
旅
館
で
再
ひ
強
い
目
の
発
作
が

お
こ
っ
て
倒
れ
た
。
｀
や
が
て
両
眼
火

明
。
「
最
初
は
視
力
の
回
復
を
願
う

気
持
が
徽
い
が
、
だ
ん
だ
ん
鼓
の
オ

モ
リ
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
眼

の
隋
み
に
・
・
・
」
発
詞
か
ら
六
年
回
○

き
、
つ
い
に
囮
限
球
を
摘
出
。

　

郷
里
の
鹿
児
島
に
は
い
ま
父
と
祖

な
リ
ベ
衣
・
冥
ｒ
の
・
日
Ｉ
「
い
母
だ
け
．
年
老
い
た
父
は
も
う
勁
け

た
こ
と
を
嘔
っ
た
Ａ
乖
．
話
誉
択
意
ず
、
一
家
の
生
居
費
は
、
母
の
．
死
亡

し
て
い
た
の
だ
。

　

Ａ
‐
の
Ｉ
ガ
ド
宮
岡
Ｉ
心
附
け
通

図
這
舞
い
状
が
獅
込
ん
。
だ
。
し
か

し
、
母
親
に
は
、
そ
○
封
を
［
。
２
　
ｙ

丿
乙
励
行
ご
い
。
Ｆ
ｙ
．
し
て

～
い
て
く
だ
Ｉ
・
い
。
い
く
ら
か
。
‐
こ

め
て
ち
ら
っ
て
つ
｛
の
了
心
勁
～
に

‐
～
Ｉ
ん
｝
。
二
凹
≒
り
平
良

七
で
、
母
親
は
泣
～
く
ず
れ
几

　

東
京
杉
龍
。
区
に
あ
る
国
立
■
ｚ
r
＾
｡

‐
パ
昨
否
セ
ン
タ
ー
。
現
叛
べ
１
・

ナ
こ
√
こ
い
匹
訟
坦
っ
た
叩
～
四

人
が
詮
三
装
溥
へ
的
友
。
ぶ
万
万
い

Ｉ
そ
の
一
人
、
ｓ
。
、
‐
ん
ジ
回
こ

と
し
四
月
に
入
・
回
し
聡
ぶ
り
。

　

発
網
し
た
の
～
哨
。
‐
忿
の
休
符
大

学
一
i
T
"V

I
の
と
き
。
『
朝
碍
竺
心
ら

夭
筏
目
Ｇ
．
叫
ぷ
才
べ
～
了
テ

ー
ノ
ご
し
に
’
・
一
一
を
見
『
Ｉ
守
こ
１
　
し
に

な
っ
て
ひ
さ
が
ガ
ク
ガ
少
し
こ
」
。

Ｉ
Ｉ
薦
遍
四
段
、
観
回
ｊ
Ｏ
の

だ
／
ま
レ
い
場
休
に
Ｉ
気
哭
っ
た
％
:

p
お
り
た
生
・
命
保
険
が
中
心
。
視
力

乖
‐
名
ン
ク
ト
の
寮
に
は
い
っ
て
い

こ
堅
既
の
毎
月
の
収
入
は
、
４
体

障
害
者
程
ｍ
・
企
糸
立
百
円
と
、

ゾ
ご
と
に
い
る
児
冶
か
ら
・
の
わ
ず

か
ご
Ｉ
～
り
。
だ
け
。

　

Ｉ
立
司
‐
ｙ
Ｍ
回
聚
号
ン
ク
ー

ベ
ハ
リ
、
～
万
の
卜
ぶ
孚
ひ

ド
ド
顕
示
。
－
回
‐
の
づ
し
て
い
。
］

Ｄ
さ
ん
「
」
の
場
台
は
、
ｗ
.
が
。
あ
‐

日
、
幼
い
子
供
を
泌
れ
て
セ
ン
タ
ー

を
防
れ
「
Ｉ
．
婚
亘
こ
ち
ら
い
ま

す
。
了
供
は
あ
な
た
が
め
ん
と
ぅ
を

み
て
」
し
こ
非
傭
の
離
婚
。
発
作
に
萱

し
む
Ｄ
さ
ん
は
ニ
皿
ｔ
応
な
か
で
噌

然
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
兵
庫
県
で

自
動
乖
整
徊
ｙ
蜜
し
て
い
た
Ｅ
さ
ん

窓
ぼ
、
五
。
ふ
・
閲
の
闘
病
洪
９
　
ｉ
Ｒ

９
　
‐
円
近
い
沿
奎
。
子
剣
か
Ｉ
．
一
人
い

‐
’
心
た
め
、
聡
も
動
溥
に
田
ら
れ
ず
、

生
。
｛
保
護
で
ゃ
っ
と
り
Ｉ
ぷ
じ
の
い

で
い
る
。

　

一
一
‐
ジ
百
．
八
じ
Ｉ
づ
応
べ
教
ぢ
．

大
玉
ご
入
府
眉
二
…
…
…
い
『
・
仙
呪
？
ハ
ー
ｙ
で
認
恍
し
で
勺
中
途
失

七
・
弗
．
い
二
大
ハ
旧
．
ｊ
、
Ｉ
り
明
敵
に
Ｉ
丿
必
男
岑
．
’
．
、
言
町
剔
祀

メ
ン
バ
ー
の
Ｉ
人
ぺ
圃
訃
丿
視
は
無
視
Ｉ
れ
、
医
厦
的
な
m
.
は
行

1
　
0
障
害
セ
ン
タ
ー
の
田
中
一
郎
教
官
な
わ
れ
て
職
業
収
膏
も
ア
ン
マ
、

（
医
博
）
の
芦
べ
づ
≒
今
両
～
ハ
リ
、
４
　
号
な
ど
甘
な
が
ら
の
渠

？
魯
司
一
呵
４
ダ
、
哺
ぺ
湘
訓
鮪
｝
し
れ
じ
ぶ
岳
窟
器
な

ぷ
固
’
の
Ｉ
り
‥
ゾ

の
こ
の
病
気
の
～
明

名
の
入
町
Ｉ
況
は
、

昭
周
四
十
万
・
で
ｙ
予

九
人
（
人
堅
‥
袴
数

じ
-
Ｉ
四
十
一
八
人
）
。

今
年
は
、
Ｈ
十
一
人

（
同
八
．
Ｉ
Ｈ
七
十
七
人
）

に
訳
摺
し
た
。
と
こ

ろ
が
は
い
れ
れ
ぱ
い

い
方
で
、
喇
京
で
は

今
春
の
人
う
偏
十
一

人
は
二
十
三
人
の
・
希

厦
考
の
中
か
ら
犀
ん

だ
。
米
脊
の
申
込
み

は
四
十
人
冷
廠
八
Ｌ

い
る
。
こ
ん
な
恣
七

た
ら
○
た
め
に
、

ゝ -

､ ／

お粗末な施設

う
ぶ
、
筆
威
入
間
郡
ツ
ぷ
当

院
に
二
十
べ
I
^
t
l
.
が
用
意
。
」
れ
た
。

冶
雛
を
受
し
な
が
ら
歩
行
、
点
ペ

カ
ナ
ク
ィ
プ
な
ど
の
坦
ぞ
店
卸
吠

１
　
ｒ
'
＼
'
の
が
ね
ら
い
だ
。
し
か
し

［
ベ
ー
チ
エ
″
卜
矧
の
町
門
「
ご

へ
す
、
訓
叩
ら
不
十
万
。
「
力
際
ぶ

セ
ン
タ
ー
へ
入
ｙ
す
・
’
心
前
の
亭
慢

校
的
か
・
が
で
し
か
な
い
」
（
用
中

ト
～
ら
Ｉ
≒
・
・
ハ
Ｅ
に
の
リ

　
　

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ー
ノ

　
　

部
に
、
失
明
雀
の
だ

　
　

め
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　

と
剛
練
士
を
配
饗
す

社会復帰の道遠く

に
ぐ
・
石
に
、
病
院

と
磯
帑
『
糾
球
施
設
の
・

中
間
の
”
中
問
暇
厦

セ
ン
タ
ー
″
と
で
も

い
う
汚
段
を
つ
く

り
、
医
寒
と
Ｉ
居
行

動
利
捕
を
同
時
に
行

な
う
。
戟
巣
恥
磯
も

個
人
の
希
Ｍ
と
無
力

に
基
Ｕ
い
て
行
な
う

よ
う
な
r
一
貫
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
体
m
打
立
て
る

べ
言
」
と
田
中
教
官
は
力
説
す

る
。

　

も
う
一
つ
六
き
に
間
毬
は
医
療

費
。
「
痢
状
か
一
巻
じ
っ
く
ま
で

約
１
　
乍
」
（
恵
沢
・
鹿
野
教
授
）
と

い
わ
れ
る
良
期
の
闘
病
。
保
険
は
晋

涌
の
病
気
な
み
に
万
年
し
か
き
か
な

い
。
「
せ
め
て
和
昌
洗
の
十
乍
に

…
…
」
‐
患
者
の
忿
那
な
鯛
い
だ
。

二_

　　

しにきサー７.７.

４

　
　

患
者
の
友
の
会

　

一
】

つ
ぎ
つ
ぎ
結
成

　

「
私
は
も
は
や
奇
跡
で
し
か
光
を

堺
ら
れ
な
い
奈
Ｗ
だ
が
、
死
骸
（
し

が
い
）
を
ｒ
o
ら
し
て
で
も
い
い
、
今

＊
;
!
ｊ
の
m
.
に
か
か
る
人
た
ち
・
の
た

め
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
で
立
上

が
ろ
う
」

　

六
月
七
日
、
喇
京
・
港
区
の
日
｛

酬
防
会
館
で
開
か
れ
た
「
ベ
ー
て

ツ
ト
病
友
の
会
」
―
事
^
'
１
:
京

黙
文
京
区
太
郷
七
の
・
司
東
大
氏
学

部
眼
科
教
索
丙
＝
の
粕
面
前
大
会

で
、
会
長
に
選
ぱ
れ
た
篠
田
順
一
郎

ぴ
ん
？
）
は
、
こ
う
決
魚
し
瓦
。
遠

く
北
沌
道
や
山
口
皿
か
Ｉ
う
り
け
つ
け

た
坐
客
二
十
四
人
・
旨
の
家
族
」

十
五
人
。

　

十
】
月
十
五
日
瑞
恵
に
余
国
四
十

一
都
道
府
県
の
六
百
五
人
（
う
ち
患

者

５
!
丘
百
五
十
八
人
）
に
ふ
く
れ

あ
か
っ
た
。
続
い
て
五
月
に
は
「
北

剛
泄
ベ
ー
チ
ぷ
ト
病
友
の
会
J
が

独
自
に
発
足
。
現
布
の
会
爾
数
は
九

百
十
九
人
（
う
ち
墨
届
賢
は
皇
ハ

人
）
。
全
國
組
織
の
r
友
の
会
」
に

は
、
い
ま
都
濯
四
県
単
位
で
支
部
柘

咸
の
動
き
が
い
く
つ
か
あ
る
。
柝
え

の
中
心
は
油
療
費
の
公
費
負
担
、
研

究
費
の
予
算
化
、
専
i
n
研
呪
豪
開
と

治
康
截
関
の
設
置
だ
。

ｔｔご三Ｚ

医
師
も
結
束
し

法
制
定
を
提
唱

　

ご
．
し
ら
ロ
言
ｍ
．
低
…
…
…
レ

て
じ
．
斑
、
Ｉ
出
に
「
ベ
ー
．
よ
．
ｙ

ト
乱
心
．
元
長
う
医
師
の
公
」
（
代

一
．
衣
幹
ボ
・
佐
膝
忠
Ｉ
神
田
入
に
会

后
も
泣
Ｉ
れ
、
眠
囚
不
明
で
七

会
復
帰
の
困
昼
瑞
気
を
対
皿
に
し

た
［
難
病
敦
済
乱
攻
法
］
（
便
祢
）

の
刊
・
７
ぶ
雇
固
し
て
い
る
．

厚
生
省
や
っ
と

研
究
班
を
編
成

　

f
3■
7
-
r
'
｡

f
i
と
Ｉ
い
Ｉ
万
円
だ
。

白
月
、
Ｉ
言
～
｛
‐
の
穏
同
～
・
芯

九
入
で
司
の
人
喘
的
な
べ
１
で
!

>
i

ナ
ー
％
ト
し
べ
～
し
た
。
し
’
｀
Ｊ

し
で
‘
．
ｏ
言
言
ト
ス
モ
ノ
』
ゾ
い
H

乙
‐
～
円
に
に
傑
ヽ
づ
に
ぺ
い
回
日

万
円
。
リ
・
ル
。
‐
が
～
年
じ
の
辰
‐
‐
‐

究
心
　
２
し
て
引
戸
Ｉ
～
し
で
い
、
心
の

は
心
砂
‐
円
。
内
か
に
ス
モ
ン

ー
‐
の
八
。
・
ヤ
バ
Ｈ
万
円
を
ト
ご
ノ
ベ

唯
素
移
頓
二
工
万
円
、
べ
１
チ
じ

ト
肖
は
千
万
百
万
円
。
［
自
術
隊
祇

一
機
分
の
予
算
で
も
ま
わ
し
て
く
れ

た
と
こ
れ
が
関
係
者
の
願
い
だ
。

冷
た
い
大
阪
府

北
海
道
は
熱
心

一
「
．
竹
‐
収
で
は
ノ
に

付
則
～
乱
が
今
i
-
i
r
i
^
'
の
・
碩
慨
丿
渾
に

　
　
　
～
勺
円
い
回
‐
回
≒
｛
し
・
に
ノ
。

７
　
。
匠
仁
削
～
次
～
万
い
こ

い
？
。
記
ご
・
う
り
ゾ
い
し
た
。
～

言
上
‐
。
し
ご
ｏ
に
ぐ
し
い
。
ご
。

ワ
ム
ー
～
回
～
石
吃
吃
医
人
、

～
万
・
研
Ｉ
」
‐
の
べ
！
て
じ

ト
｛
澗
六
ク
ル
ー
プ
か
苑
べ
厄
。
汀

も
こ
れ
に
こ
た
え
て
、
百
万
円
の
研

究
費
を
つ
け
た
。

　

こ
れ
よ
で
に
わ
か
っ
て
い
る
だ
け

で
も
約
九
白
人
、
潟
ふ
ぃ
ら
こ
り
‐
４
　

・
７
．
千
人
（
北
胎
脳
ハ
・
仙
ぶ
刈
営
副

‐
ぷ
ト
Ｖ
汽
貼
れ
る
１
　
こ
≒
の

ヤ
ー
万
‐
・
ぺ
ん
と
か
節
勺
ツ
～
の

が
Ｉ
～
口
し
で
い
．
ｙ
。

力
強
く
生
き
る

失
明
の
験
者
と

　

‐
う
≒
的
い
‐
郷
・
ｙ
、
・
ａ
し
か
り

～
こ
い
八
円
印
失
。
削
し
た
東
京
の

Ｍ
子
ど
ん
は
、
能
力
京
ぷ
し
て
盲

人
怒
号
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
叫
起
し

つ
つ
あ
る
。
Ｉ
図
長
手
へ
の
尨
を

抽
ん
で
い
る
仲
間
も
い
る
。
『
円
囲

の
人
だ
ち
か
絶
え
ず
印
。
じ
写
へ
れ

た
お
か
け
て
簡
し
斤
図
元
ら
れ
菅

し
た
』
と
Ｍ
子
さ
ん
。
国
な
ど
の
i
k

因
の
究
叩
と
封
鎖
の
早
期
前
立
を
強

く
ｙ
し
と
と
石
に
、
不
｝
な
患
１
心

≒
ド
ト
≒
か
ん
ば
れ
１
　
と
応
扱
し
て

ふ
げ
ら
・
・
’
づ
に
ご
い
か
。
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